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 全点点検・作業手順書の作成 

前項で検討した効率的な作業手順を用い、本業務で座標変換対象とした全点（中部森林

管理局：31,302 点、四国森林管理局：38,959 点）を点検した。また、点検の方法を「別添

資料：国有林野境界情報のデジタル化のマニュアル」の座標値の点検にとりまとめた。 

全点点検の結果、中部森林管理局は 2, 189 点、四国森林管理局は 285 点の異常値を検出

した。 

 

①中部森林管理局の点検結果（図 3.4-38、図 3.4-39） 

赤点：異常値 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-38 中部森林管理局の点検結果例 1 
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緑点・桃色点：異常値 

赤点：任意座標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-39 中部森林管理局の点検結果例 2 
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②四国森林管理局の点検結果 （図 3.4-40） 

赤点、桃色点：異常値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-40 四国森林管理局の点検結果例 
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国有林野データの外縁から 15m

以上離れているが、 

地図や航空写真を確認すると、土

地利用が異なるため、何らかの根

拠がある形状と思われる。 




